
Ⅱ．17の戦略分野における官民投資の促進
２．62の主要な製品・技術等の官民投資ロードマップの実行

（１）ＡＩ・半導体

①フィジカルＡＩ（特にＡＩロボット） 

ⅰ）重要性

フィジカルＡＩの重要性が高まる中、ＡＩをロボットに実装したＡＩロボットを中心に市場が拡大し、2040年に約
60兆円に達するとの予測もある。構造的人手不足の解消を通じて供給ボトルネックの解消に貢献することが期待され
る中で、産業競争力や経済安全保障の観点から、国内の生産・技術基盤の確保が急務である。

ⅱ）勝ち筋・方向性

製造業等の豊富なデータや産業ロボット等の技術基盤をいかし、ロボット・主要部品・ＡＩモデルの開発を進めるとと
もに、注力産業を特定して潜在需要を顕在化させることで国内市場を創出し、国内の生産・技術基盤の構築につな
げる。

ⅲ）主な目標

・ＡＩロボットについて2040年に世界シェア３割超、20兆円の市場獲得を目指す。

ⅳ）主な施策
・国産フィジカルＡＩモデル開発やデータ整備等を通じたロボット基盤モデルの開発能力強化や、ロボットOEMの育成、

重要部品の設計・製造能力強化に取り組む。
・ 市場規模、ニーズ等を踏まえ選定した18分野1の導入目標と支援策を整理した「ＡＩロボティクス実装ロードマップ」
に基づき、必要な支援や制度見直しを実施する。また、ロボットを導入し、データ収集、検証、標準化、人材育成を
同時に進める社会実装のハブとなるＡＩロボティクスのCenter of Excellenceを創設する。 
１ 製造業（多品種少量生産）、造船、物流（倉庫・輸配送）、建設・土木、建築、インフラ保守、小売、宿泊業、飲食・食品製造業、
医療、介護、警備業、農業、林業、廃棄物処理業、災害対応、警察活動、防衛。
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